
2018 年２月 20 日 第 2018－009 号

【発 行】Ｊ Ａ Ｍ

【発行責任者】中 井 寛 哉

【編 集】総合政策グループ

℡ 03-5860-6150

E-Mail：seisaku.seiji@jam-union.jp

「時間外割増率のダブル・スタンダードの撤廃」等の請願書

集まった署名167,255筆を国会に提出

ＪＡＭ組合員並びにご家族等にご協力をいた

だいた「時間外割増率のダブル・スタンダード

の撤廃」と「企画裁量労働制の対象業務拡大」

および「高度プロフェッショナル制度の創設」

反対に関する個人請願署名を２月16日、ＪＡＭ

ものづくり国会議員懇談会に所属する国会議員

５名の方に託し、国会に提出しました。

全国から集まった署名は、２月15日時点で

128,431筆（31,063枚）。他産別（10産別）にも

お願いした署名を合わせると167,255筆。段ボー

ル箱11箱になりました。

国民が国政に対する要望を直接国会に述べる

ことのできる請願は、憲法第16条で国民の権利

として保障されていますが、請願書は議員の紹

介により提出しなければなりません。

森本真治参議院議員を窓口に、請願書の提出

に快諾をいただいた議員の皆様には、われわれ

労働者の最低限の労働条件を規定している労働

基準法で、働いている企業の規模によってその

基準が異なることが労働の価値を損なう事態と

なっていること。また、今国会で審議が予定さ

れている働き方改革関連法案には「企画業務型

裁量労働制の対象業務の拡大」および「高度プ

ロフェッショナル制度の創設」など、長時間労

働を助長しかねない法案が含まれていることな

どに理解を頂き、今回の国会への請願提出がで

きました。

今国会で働き方改革関連法案が議論されます。

労基法をはじめとする労働法の改正が、労働者

にとって改悪とならないよう、ＪＡＭとしても

声をあげていきます。

Ｊ Ａ Ｍ

政策ＮＥＷＳ

＜請願提出協力議員＞

○森本真治参議院議員(広島選挙区)

民進党・ものづくり国会議員懇談会副幹事長

○小川勝也参議院議員(北海道選挙区)

民進党・ものづくり国会議員懇談会副代表幹事

○羽田雄一郎参議院議員(長野選挙区)

民進党・ものづくり国会議員懇談会幹事

○榛葉賀津也参議院議員(静岡選挙区)

民進党・ものづくり国会議員懇談会幹事

○古賀之士参議院議員(福岡選挙区)
民進党・ものづくり国会議員懇談会幹事

森本議員による国会提出の請願書


